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【日 時】 

第１回  平成２８年９月２３日（金）午前９時３０分～正午 

第２回  平成２８年９月２５日（日）午前９時３０分～正午 

第３回  平成２８年９月２６日（月）午後２時～４時３０分 

第４回  平成２８年９月２９日（木）午前９時３０分～正午 
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スケジュール等について スケジュール等について スケジュール等について スケジュール等について 

第１回（９月２３日（金）） 第１回（９月２３日（金）） 第１回（９月２３日（金）） 第１回（９月２３日（金）） 

【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

9:30～9:45 あいさつ、説明 

9:45～10:40 行政改革推進事業［担当課：行政課］ 

10:40～10:45 講評 

10:45～11:00 休憩 

11:00～11:55 生涯学習推進事業［担当課：生涯学習課］ 

11:55～12:00 講評 

 

第２回（９月２５日（日）） 第２回（９月２５日（日）） 第２回（９月２５日（日）） 第２回（９月２５日（日）） 

【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

 9:30～ 9:45 あいさつ、説明 

 9:45～10:40 中央図書館事業［担当課：中央図書館］ 

10:40～10:45 講評 

10:45～11:00 休憩 

11:00～11:55 農業振興事業［担当課：みどりの推進課］ 

11:55～12:00 講評 

 

第３回（９月２６日（月）） 第３回（９月２６日（月）） 第３回（９月２６日（月）） 第３回（９月２６日（月）） 

【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

14:00～14:15 あいさつ、説明 

14:15～15:10 公共交通事業［担当課：経営企画課］ 

15:10～15:15 講評 

15:15～15:30 休憩 

15:30～16:25 消防団活性化事業［担当課：消防本部総務課］ 

16:25～16:30 講評 
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第４回（９月２９日（木）） 第４回（９月２９日（木）） 第４回（９月２９日（木）） 第４回（９月２９日（木）） 

【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

 9:30～ 9:45 あいさつ、説明 

 9:45～10:40 地域福祉推進事業［担当課：福祉施策課］ 

10:40～10:45 講評 

10:45～11:00 休憩 

11:00～11:55 ごみ啓発事業［担当課：環境課］ 

11:55～12:00 講評 

 

【各事業の外部評価の進行】 【各事業の外部評価の進行】 【各事業の外部評価の進行】 【各事業の外部評価の進行】 

所要時間 内 容 

15分 業務担当課からの事業概要説明 

40分 外部評価委員による事業ヒアリング 

5分 まとめ・講評 

    

【外部評価実施者】 【外部評価実施者】 【外部評価実施者】 【外部評価実施者】 

長久手市行政改革推進委員会委員 長久手市行政改革推進委員会委員 長久手市行政改革推進委員会委員 長久手市行政改革推進委員会委員 

 氏名 所属 実施日 

学識経験者 

（会長） 

和泉 潤 
名古屋産業大学教授 9 月 23 日、9 月 29 日 

中島 美幸 愛知淑徳大学講師 9 月 25 日、9 月 26 日 

杉山 知子 愛知学院大学准教授 9 月 25 日、9 月 26 日 

企業・団体 

関係者 

塚田 敏彦 ㈱豊田中央研究所 9 月 23 日、9 月 26 日 

下崎 一洋 日東工業㈱ 9 月 23 日、9 月 29 日 

江頭 隆行 連合愛知尾張東地域協議会 9 月 25 日、9 月 29 日 

高野 晃二 地縁団体 9 月 25 日、9 月 29 日 

公募委員 

山口 秋男 公募委員 9 月 25 日、9 月 26 日 

島田 智子 公募委員 9 月 23 日、9 月 29 日 

山元 眞一 公募委員 9 月 23 日、9 月 26 日 
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長久手市行政評価の概要 長久手市行政評価の概要 長久手市行政評価の概要 長久手市行政評価の概要 

 

 

行政評価とは、長久手市民の福祉の向上及び満足度の高い行政を目指すため、

「行政の行っている様々な仕事が、その費用に見合うだけの効果（成果）を出

しているのか」、「無駄や重複になっている部分はないのか」、「特定の受益

者にかたよっていないか」などといった視点から行政の活動を見直し、事業の

進め方を改善していくとともに、実施した事業について、市民に対する説明責

任を果たしていくことを目的とした取組です。 

長久手市の行政評価では、業務担当課が自ら行う内部評価と市職員以外の行

政改革推進委員による外部評価を実施することとしています。外部評価を実施

し、市職員以外の視点からの意見を加えることで、行政評価の客観性と透明性

を確保することに努めています。 

※外部評価は事業仕分けではありません。 

 

 外部評価は、外部の客観的な評価を行い、市職員では気づかない視点を評価

に加えることを目的に実施しています。 

今後は、内部評価、外部評価による行政評価の結果をもとに、業務担当課が

業務改善に努めていきます。 

 

 

 

○事業評価○事業評価○事業評価○事業評価 

 事業の評価は、「（成果指標等の）目標達成状況」及び「事務事業全体を見た

課題」により評価しています。 

 

○事務事業評価○事務事業評価○事務事業評価○事務事業評価    

 妥当性、達成度、効率性、公平性及び協働余地の５つの視点からそれぞれ３

段階で評価し、今後の方向性として、以下を内部評価として示しています。 

「拡充」 

「継続」 

「改善・見直し」 

 「縮小」 

 「休・廃止」 

行政評価とは 

事業の評価事業の評価事業の評価事業の評価    



４ 
 

 

 

外部評価の結果が、そのまま市の最終判断となるものではありません。内部

評価の結果も含め、行政評価の結果を市長に報告し、それをもとに業務担当課

が業務改善を行い、次年度以降の予算要求に反映させます。 

 

（行政評価イメージ） 
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傍聴される皆さまへ傍聴される皆さまへ傍聴される皆さまへ傍聴される皆さまへ    

    

    

１ 傍聴はお静かにお願いします。会場の出入りは自由１ 傍聴はお静かにお願いします。会場の出入りは自由１ 傍聴はお静かにお願いします。会場の出入りは自由１ 傍聴はお静かにお願いします。会場の出入りは自由となっていますが、審議となっていますが、審議となっていますが、審議となっていますが、審議

の妨げにならないようにお願いします。 の妨げにならないようにお願いします。 の妨げにならないようにお願いします。 の妨げにならないようにお願いします。 

２ 限られた時間内で円滑に進行させるため、係員の誘導・指示があった場合は２ 限られた時間内で円滑に進行させるため、係員の誘導・指示があった場合は２ 限られた時間内で円滑に進行させるため、係員の誘導・指示があった場合は２ 限られた時間内で円滑に進行させるため、係員の誘導・指示があった場合は

従ってください。 従ってください。 従ってください。 従ってください。 

３ 傍聴者からのご意見やご質問は、受付けられません３ 傍聴者からのご意見やご質問は、受付けられません３ 傍聴者からのご意見やご質問は、受付けられません３ 傍聴者からのご意見やご質問は、受付けられません。 。 。 。 

４ 内容に対する賛成・反対の表明や拍手はしないでください４ 内容に対する賛成・反対の表明や拍手はしないでください４ 内容に対する賛成・反対の表明や拍手はしないでください４ 内容に対する賛成・反対の表明や拍手はしないでください。 。 。 。 

５ 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 ５ 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 ５ 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 ５ 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切りください。 

６ 会場での録画・録音や撮影については、ご遠慮ください。 ６ 会場での録画・録音や撮影については、ご遠慮ください。 ６ 会場での録画・録音や撮影については、ご遠慮ください。 ６ 会場での録画・録音や撮影については、ご遠慮ください。 

７ 手荷物・貴重品などの管理は、各自でお願いします。 ７ 手荷物・貴重品などの管理は、各自でお願いします。 ７ 手荷物・貴重品などの管理は、各自でお願いします。 ７ 手荷物・貴重品などの管理は、各自でお願いします。 

８ 会場内でのお食事は、ご遠慮ください。 ８ 会場内でのお食事は、ご遠慮ください。 ８ 会場内でのお食事は、ご遠慮ください。 ８ 会場内でのお食事は、ご遠慮ください。 

９ その他、審議の妨げになる行為はしないでください９ その他、審議の妨げになる行為はしないでください９ その他、審議の妨げになる行為はしないでください９ その他、審議の妨げになる行為はしないでください。 。 。 。 

    

※ 以上の事項に違反された場合は、退場していただくことがあります※ 以上の事項に違反された場合は、退場していただくことがあります※ 以上の事項に違反された場合は、退場していただくことがあります※ 以上の事項に違反された場合は、退場していただくことがあります。 。 。 。 

    

    

    

【アンケートについて】 【アンケートについて】 【アンケートについて】 【アンケートについて】 

今後の取組の参考とさせていただくため、アンケート用紙（机上配布した「外今後の取組の参考とさせていただくため、アンケート用紙（机上配布した「外今後の取組の参考とさせていただくため、アンケート用紙（机上配布した「外今後の取組の参考とさせていただくため、アンケート用紙（机上配布した「外

部評価アンケート用紙」）にご意見・ご感想をご記入いただき、お帰りの際に部評価アンケート用紙」）にご意見・ご感想をご記入いただき、お帰りの際に部評価アンケート用紙」）にご意見・ご感想をご記入いただき、お帰りの際に部評価アンケート用紙」）にご意見・ご感想をご記入いただき、お帰りの際に

出入口横の回収箱へ投函してください出入口横の回収箱へ投函してください出入口横の回収箱へ投函してください出入口横の回収箱へ投函してください。 。 。 。 

    

    

以上ご協力お願いします。 以上ご協力お願いします。 以上ご協力お願いします。 以上ご協力お願いします。 



③ ③ ③ ③ 

中央図書館事業 中央図書館事業 中央図書館事業 中央図書館事業 
【中央図書館】 

 

資料 
 

 
 

外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 



60 －

① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 中央図書館事業 担当部課 教育部　中央図書館

基
本
情
報

総合計画

基本方針

分野別項目

施策の進め方

まちづくり
行程表

フラッグ

政策分類

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

図書館法に基づく図書館運営に必要な業務。図書資料を収集、整理、保存し、市民に提供する。

事業対象
（誰、何を対象にしているか）
市民を始めとする図書館利用者
貸出対象は市内在住、在学、在勤、在園者と広域地区利用者（日進市、瀬戸市、尾張旭市、豊田市、名古屋市名東区、守山区）

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とし、市民の読書活動が活発になる。

事業を
構成する
事務事業

中央図書館運営事業 継続

講座等企画事業 改善・見直し

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 24年度 25年度

総コスト(A)＋(B) 千円

26年度 27年度

事業費(A) 千円
予算 23,675
決算 23,520

人件費(B) 千円 決算 37,199

決算 60,719

成
果
推
移

成果指標 単位 区分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

A 市内利用者の貸出点数 点
目標 290,000 293,000 291,327 296,266
実績 293,959 288,443 298,223 314,331

B 子ども読書活動推進計画事業の進捗率 ％
目標 ― ― 60 65
実績 ― ― 60 66

C
目標
実績

長久手市民への個人貸出の貸出総点数

子ども読書活動推進計画の各事業の達成状況を割合で示した数値のH26年、H27年度の平均値

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）
・愛知県内の指定管理者制度の導入率約１４％、カウンター業務一部委託導入率約４７％「愛知県公立図書館調査２０
１５」より
・文部科学省調査では、全国の市町村1,741のうち、1,261の自治体、約72％が子ども読書活動推進計画を策定済みで
ある。

今後の方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

Ｈ２７年度から図書館運営に関する方針に関して図書館運営協議会にて協議を行っている。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）
市内利用者の貸出点数（市内在住、在学、在勤、在園）は、Ｈ２７年度は前年度比では約５％増加の結果であり、年間
個人貸出点数（市内及び広域を含む全て）は、Ｈ２７年度は前年度実施で約３％増加の結果だったため、長久手市民の
貸出点数の方が総貸出点数よりも上まわる結果となった。また、子ども読書活動推進計画は、H２７年度は計画のおよ
そ66％を達成した。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

図書館の個人貸出点数は全国的には横ばいであり、近隣市では年々減少傾向にある中で、長久手市はＨ２６年度以
降、2年連続で増加している。個人貸出点数の値は全国データ等での判断が必要となる。また、子ども読書活動推進計
画では、図書ボランティアによる協力が不可欠なため、ボランティア数の維持と確保が課題である。



事業名

番号 ①

1.事務事業の目的 5.評価

3

3

2.コスト推移 3

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 23,079

決算 23,016

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 ― 100 200 400
実績 ― 86 316 348
目標 ― ― 50 60
実績 ― ― 56 73

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 中央図書館事業

事務事業名 中央図書館運営事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

市民を始めとする図書館利用者に対し、図書資料を収
集、整理、保存し、提供する。
貸出対象は市内在住、在学、在勤、在園者と広域地区利
用者（日進市、瀬戸市、尾張旭市、豊田市、名古屋市名
東区、守山区）

項目 評価

妥当性 3

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資するこ
とを目的とし、市民の読書活動を活発にさせる。

効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

個人貸出点数の増加を図るため、Ｈ28年度から新たに導入
した障がい者向けバリアフリー資料の増加等、司書による
魅力ある選書に努める。また、子ども読書活動推進計画は
H30年3月末で第１次計画が終了するため、H29年度に第2次
の計画策定を行う。

ブックスタートパック配布者数 人

図書ボランティア登録者数 人

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地



事業名

番号 ②

1.事務事業の目的 5.評価

2

3

2.コスト推移 3

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 596
決算 504

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 ― 30 30 30
実績 ― 34 36 30
目標 4 5 4 4
実績 5 2 4 3

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 中央図書館事業

事務事業名 講座等企画事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

市民を始めとする図書館利用者に対し、図書館講座や企
画展を実施する。

項目 評価

妥当性 3

達成度 3

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

生涯学習の場として市民が図書館を活発に利用するとと
もに、市民が図書館事業へ参加できるようにする。

効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 改善・見直し

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

図書修理ボランティアの増加を目指し、中央図書館と連携
する市内小中学校及び児童館の図書修理も増やす。

講座参加者数 人

企画展示回数 回

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地
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平成２７年度外部評価

事業：中央図書館事業
事務事業：①中央図書館運営事業

②講座等企画事業

１ 事業概要

平成４年度

中央図書館事業

杁ヶ池体育館の一室を図書室として運営していた。住
民からの要望を受け、平成２年、図書館設立構想委員
会が発足し、１８回の委員会を経て平成３年、工事に
着手し、平成４年６月に開館した。町制２０周年記念
事業の一つであり、住民の生涯学習活動を支え、多く
の住民が憩い、集う場として図書館事業を開始した。

◆事業の名称

◆事業を開始した年度

◆事業の開始の背景、経緯等



2

２ 事業の実施体制

正規職員:７名

図書館嘱託職員:４名

学校連携嘱託職員:４名

図書館臨時職員:７名

計２２名

◆組織体制、人員

３ 事業目的等

図書館法に基づく図書館運営に必要な業務。

図書資料を収集、整理、保存し、市民に提供す
る。

市民を始めとする図書館利用者
貸出の対象は市内在住、在学、在勤、在園者と広域
地区利用者（瀬戸市、尾張旭市、日進市、名古屋市
名東区、守山区、豊田市）

◆事業内容（どのような事業なのか）

◆事業対象（誰、何を対象にしているか）
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３ 事業目的等

市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資
することを目的とし、市民の読書活動が活発にな
る。

中央図書館運営事業

◆事業意図（対象をどのような状態にしたいか）

◆事業を構成する事務事業

①

② 講座等企画事業

４ 事務事業の目的・活動状況【事務事業①】

中央図書館運営事業

対象・手段：市民を始めとする図書館利用者に対し、図書資

料を収集、整理、保存し、提供する。

意図：市民の教養、調査研究、レクリエーション等に資する

ことを目的とし、市民の読書活動を活発にさせる。

１ 図書貸出事業及び図書整理事業。利用に係る調査・統計業務。地域の図

書館との連携。図書館見学、職場体験、実習生受け入れなど。

２ ブックスタート事業、学校連携事業、児童館連携事業などの子ども読書

活動推進計画の推進。

◆目的（対象・手段、意図）

◆事業を構成する事務事業

◆事務事業の活動状況
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個人全件・市内別個人貸出点数

453,328 
438,201 

465,595 
479,151 

293,959 288,443 
298,223 

314,331 

0 

50,000 

100,000 

150,000 

200,000 

250,000 

300,000 

350,000 

400,000 

450,000 

500,000 

H24 H25 H26 H27

長久手市長久手市長久手市長久手市のののの個人貸出点数個人貸出点数個人貸出点数個人貸出点数（（（（年度別年度別年度別年度別））））

全体

市内

(年度)

(点)

□□□□…人口６万未満の市区ランクにおいて全国９２館中第１４位
「図書館年鑑の市区町村立図書館の館外個人貸出数」より

第第第第
14141414
位位位位

３％増

５％増

子子子子どもどもどもども読書活動推進計画読書活動推進計画読書活動推進計画読書活動推進計画のののの主主主主なななな事業事業事業事業

ブックスタート事業

学校連携事業 児童館連携事業



5

４ 事務事業の評価・今後の方向性【事務事業①】

継続

１ 司書による魅力ある選書に努める。市民ニーズを取り込んだ

図書館サービスを展開していく。

２ 子ども読書活動推進計画の第２次計画の策定を平成２９年

度に行う。

◆事務事業の
今後の方向性

◆事務事業の評価

◆事務事業の評価に対するコメント

3

3

3

項目 評価

妥当性 3

達成度 2

効率性

公平性

協働余地

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地

４ 事務事業の目的・活動状況【事務事業②】

講座等企画事業

対象・手段：市民を始めとする図書館利用者に向けた図書館講座や

企画展を実施する。

意図：生涯学習の場として市民が図書館を活発に利用すると

ともに、学習成果を活かし、市民が図書館事業へ参加

できるようにする。

図書館講座、企画展示会、児童書講演会などを
行った。

◆目的（対象・手段、意図）

◆事業を構成する事務事業

◆事務事業の活動状況
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講座等企画事業講座等企画事業講座等企画事業講座等企画事業

現代美術展図書館講座

児童書講演会中学生美術展

４ 事務事業の評価・今後の方向性【事務事業②】

改善・見直し

専門的な技術を伴い、習得した技術を活かすことができる図書修理
は、図書ボランティアの生きがいとして定着してきた。参加人数が
増え、技術力も高まったため、中央図書館と連携する市内小中学校
及び児童館の図書修理を増やすことを検討する。企画展示は大学連
携事業を含め、一般向けの企画を増やしていく。

◆事務事業の
今後の方向性

◆事務事業の評価

◆事務事業の評価に対するコメント

2

3

3

項目 評価

妥当性 3

達成度 3

効率性

公平性

協働余地

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余地
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５ コスト

２３,５２０千円

１ 中央図書館運営事業 ２３，０１６千円
内訳：図書購入費 １９，９８６千円

雑誌購入費 １，４１２千円
ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄ事業費 ５７８千円

２ 講座等企画事業 ５０４千円
内訳：児童書講演会及び

絵本原画展報償費 ２２０千円
図書館講座講師謝礼 ７５千円

◆平成２７年度事業費

◆事業費の主な内訳

◆平成２７年度人件費

３７,１９９千円

６ 事業の成果【成果指標①】

市内利用者の貸出点数

貸出は、長久手近隣市の市内在住、在学、在勤者と広域
地区を対象としている。そのうち、市内利用者の貸出点
数を成果指標とすることで、本市の市民に向けた市民
サービスを向上するための目標設定ができるため。

◆事業の成果指標

◆成果指標、目標等の設定理由

２９６,２６６点

◆事業の成果目標

◆事業の成果実績

３１４，３３１点
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年齢別貸出点数グラフ

55,196 

71,554 

13,062 

5,375 

7,710 

16,366 

93,352 

90,728 

38,245 

74,121 

13,442 

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000 80,000 90,000 100,000 

０～６

７～12

13～15

16～18

19～22

23～30

31～40

41～50

51～60

61～

仮登録

年齢別貸出点数グラフ

〈点〉

第１位

第２位

第３位

分類別貸出点数：一般書

2,318 11,761 

20,219 

24,226 

12,983 

34,118 

6,429 16,430 
3,460 

98,091 

一般書一般書一般書一般書：：：：分類別貸出点数分類別貸出点数分類別貸出点数分類別貸出点数グラフグラフグラフグラフ

０総記

１哲学・宗教

２歴史・地理

３社会科学

４自然科学

５技術・工学

６産業

７芸術・体育

８言語

９文学

利用の多い分野は
文学、技術・工業、社会科学
前年度実績から１％増加
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分類別貸出点数：児童書

749 
1,627 

7,373 
2,451 

12,816 

5,467 

1,671 

11,247 

1,288 

64,023 

102,499 

1,010 

5,907 

児童書児童書児童書児童書：：：：分類別貸出点数分類別貸出点数分類別貸出点数分類別貸出点数グラフグラフグラフグラフ

０総記

１哲学・宗教

２歴史・地理

３社会科学

４自然科学

５技術・工学

６産業

７芸術・体育

８言語

９文学

絵本

洋書

紙芝居利用の多い分野は絵本、文学、自然科学
前年度実績から５％増加、絵本は１０％増加

６ 事業の成果【成果指標②】

子ども読書活動推進計画事業の進捗率

子ども読書活動推進計画の各事業の達成状況を
割合で示した数値の平均値を用いて、進捗率を
算出した。

◆事業の成果指標

◆成果指標、目標等の設定理由

６５％

◆事業の成果目標

◆事業の成果実績

６６％
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７ 環境変化

・愛知県内の指定管理者制度の導入率 約１４％

・カウンター業務一部委託導入率 約４７％
※「愛知県公立図書館調査２０１５」より

・文部科学省調査では、全国の市町村１,７４１

のうち、１,２６１の自治体、約７２％が子ど

も読書活動推進計画を策定済みである。

◆近隣市町の取組状況や事業を取り巻く環境変化

８ 事業の評価

・市内利用者の貸出点数は平成２７年度は前年度比約５％増

・子ども読書活動推進計画は計画のおよそ６６％達成

図書館の個人貸出点数は全国的には横ばいであり、近隣
市では年々減少傾向にある中で、長久手市は平成２６年
度以降、２年連続で増加している。また、子ども読書活
動推進計画では、図書ボランティアへの参加が市民の生
きがい作りの場となり、図書館側も協力を必要としてい
る。図書ボランティアの育成が課題である。

◆事務事業全体を見た課題

◆事業の目標達成状況
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９ 事業の今後の方向性

平成２７年度から図書館運営に関する方針に関し
て、図書館運営協議会にて協議を行っている。

（子ども読書活動推進計画は、第一次基本計画期間
における成果や課題、諸情勢の変化等を検証した上
で、新たな「第二次計画」を定めることとする。）

（市民の生きがい作りの場として、中央図書館事業
に図書ボランティアの参加を増やしていく。）

◆事業の成果を高めるための事務事業の方向性



子ども読書活動推進計画の各事業の説明子ども読書活動推進計画の各事業の説明子ども読書活動推進計画の各事業の説明子ども読書活動推進計画の各事業の説明 

１ 学校連携事業１ 学校連携事業１ 学校連携事業１ 学校連携事業    

 （１）目的 

学校図書館と中央図書館の連携及び協働体制の強化・充実を図り、子

どもたちの読書活動を推進する。 

（２）事業概要    

中央図書館職員（学校連携嘱託職員）を市内小中学校へ派遣し、支援、

協力を行った。 

ア 通常業務 

図書の貸出返却、レファレンス、書架整理、館内レイアウト変更、図

書資料装備及びコンピュータへのデータ登録、テーマ展示、読書記録

及び督促業務、学習のための資料準備、読み聞かせの本準備、新学期

図書室 使用案内等。 

イ 読書指導 

おはなし会、ブックトーク、ストーリーテリング、アニマシオン、ビ

ブリオバトル、必読書の企画及び選定、リスト作成、ＰＲ等 

ウ 図書の選定及び廃棄 

エ ボランティアとの連携 

定例会、打ち合わせ、朝の読み聞かせに参加 

オ 児童委員会及びクラブ活動 

委員会に参加、クラブ活動への資料提供 

カ 学習のための資料提供 

中央図書館の本を団体カードで貸出 

キ 学校図書室の利用カード作成 

ク 学校への図書貸出状況  １０，３６０冊 

 

２ 児童館連携事業 ２ 児童館連携事業 ２ 児童館連携事業 ２ 児童館連携事業 

  （１）目的 

児童館と中央図書館の連携を図り、児童館図書室を充実するため 

に本に親しみやすい環境づくりを行う。 

（２）事業概要  

    中央図書館職員（正規職員及び中央図書館嘱託職員）を市内児童 

へ派遣し、支援、協力を行った。 



 

ア 図書室内状況把握及び児童館職員との打ち合わせ 

イ 図書室の除籍本選定 

ウ 蔵書レイアウト調整 

エ 中央図書館からの団体貸出 

貸出期間及び冊数：１館につき１８０日間、５００冊まで     

  （３） 児童館への図書貸出状況  ６２２冊 

 

３ ブックスタート事業 ３ ブックスタート事業 ３ ブックスタート事業 ３ ブックスタート事業 

（１）目的 

赤ちゃんと保護者が絵本を通して触れ合い、乳幼児期における本に親し

む家庭環境を作るための読書活動を支援する。 

（２）事業概要 

ア 対象：市内在住の誕生日が２歳になる翌月までの子 

イ 中央図書館 

乳幼児向けおはなし会で読み聞かせの実演、ブックスタートについての 

案内、プレゼント配布(絵本１冊、おすすめ絵本リスト、コットンバ 

ッググ)を実施 

ウ 市民課 

出生届提出時に絵本１冊と案内チラシ配布 

エ 健康推進課（保健センター） 

３～４か月及び１歳６か月健診時に案内 チラシ配布及びポスター掲 

示 

オ 中央図書館の館内、広報、市ホームページ及び図書館ホームページに 

て周知 

カ 平成２７年度出生数 ６７３人 

キ 参加人数（乳幼児向おはなし会参加数、リピーター含む）１，４１３人 

うちブックスタートパック配布対象者数 ３４８人 

 

４ おはなし会 ４ おはなし会 ４ おはなし会 ４ おはなし会 

（１）目的 

絵本を通して乳幼児期から本に親しみ、おはなし会をきっかけとして家

庭、地域、学校などにおける子どもの読書活動を推進する。 

 



（２）事業概要 

ア おはなし会（幼児から低学年までとその保護者対象） 

期 日：毎月第２及び第３土曜日 

場 所：中央図書館 １階はなしのひろば及び２階ＡＶルーム 

内 容：ボランティアや図書館職員による、紙芝居や絵本の読み聞 

かせなど 

イ 英語のおはなし会（子どもから大人まで対象） 

期 日：毎月第４土曜日 

場 所：中央図書館 ２階ＡＶルーム 

内 容：ボランティアによる、英語の絵本の読み聞かせなど 

ウ 乳幼児向けおはなし会（乳幼児とその保護者対象/ブックスタートを 

含む） 

期 日：毎月第１及び第３木曜日(第１木曜日はブックスタート併用日) 

場 所 ：中央図書館 ２階ＡＶルーム 

内 容 ボランティアによる、乳幼児向け紙芝居や絵本の読み聞かせな  

   ど 

エ 小学生向けおはなし会とブックトーク（小学生対象） 

期 日：平成２６年７月１８日(金)、１２月２３日(火) 

平成２７年３月２２日(日) 

場 所：中央図書館 ２階ＡＶルーム 

内 容：学校連携司書やボランティアによる小学生向けストーリーテ 

    リングなど 

オ 子ども読書の日いちにちおはなし会 

期 日：平成２６年４月１９日（土） 

場 所：中央図書館 1 階はなしのひろば及び２階ＡＶルーム 

内 容：ボランティアや学校連携司書など複数の読み聞かせ団体のお 

はなし会 

５ 館外ブックポスト返却事業５ 館外ブックポスト返却事業５ 館外ブックポスト返却事業５ 館外ブックポスト返却事業 

（１）目的 

    子どもたちの図書館利用の利便性を図るため、中央図書館以外で図書

資料の返却ができる場所を設置し、読書環境を整えることを目的とする。 

（２）事業概要 

    平成２６年１１月から西小校区共生ステーション及び福祉の家へ本 

の返却ポストを設置し、図書館開館日に１日１回、本の回収を行った。 
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事業番号 60 事業名 中央図書館事業

担当部・課 教育部　中央図書館 事業開始年度 平成４年度

事業開始の
背景、経緯

事業概要
※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

外部評価対象事業（Ａ票）　基本情報調査票

【背景】
　昭和末期、長久手には図書館はなく、体育館の一室が図書室として運営されてい
た。人口増加に伴い、住民からの図書館設立の要望が高まり、新館の建設に至っ
た。
【経緯】
　住民からの要望を受け、平成２年、図書館設立構想委員会が発足した。平成３年、
工事に着手し、平成４年６月に開館した。町制２０周年記念事業の一つであり、市民
の生涯学習活動を支え、多くの市民が憩い、集う場として図書館事業を開始した。
サービス形態の改変経緯は次のとおり。平成１３年度に平日の開館時間を２時間延
長し、午後７時までとし、同時に祝日開館を開始した。平成１５年度に、ホームページ
から、図書・雑誌・紙芝居の予約申込を可能とした。平成１７年度から広域地区（瀬
戸市、尾張旭市、日進市、豊田市、名古屋市名東区、守山区）への貸出を開始し
た。平成１９年度から除籍本を無料配布するリサイクル市を開始した。平成２０年度
から図書修理ボランティアの活動が始まった。平成２２年度から学校連携事業を開
始した。平成２５年度に雑誌スポンサー制度を開始した。また、子ども読書活動推進
計画を策定し、新たにブックスタート事業等を開始した。
　

１　中央図書館運営事業
（１）　本の貸出及び返却、リクエスト及びレファレンス対応等の図書貸出事業
（２）　本の購入からデータ登録にかかる受入作業等の図書整理事業
（３）　児童サービス、ヤングアダルトサービス、障がい者サービス
（４）　図書館間の相互貸借
（５）　館内企画展示
（６）　医学関係の選書を行うメリーライン事業などの地域の図書館との連携
（７）　小学生の図書館見学、中学生の職場体験、実習生受け入れなど
　
２　　子ども読書活動推進計画にかかる事業
　　　ブックスタート事業、学校連携事業、児童館連携事業など
　
３　　講座等企画事業（Ｈ２７年度）
（１）　図書館講座
　　　　「図書修理ボランティア養成講座」初級者向け３回、上級者向け２回、計５回
（２）　児童書講演会
　　　　「楽しいワークショップと絵本原画展」
　　　　　絵本作家の高畠純氏による親子参加型のワークショップ、「ぼく、わたしの動
　　　　　物園づくり」を開催した。また、ギャラリーでは高畠氏の絵本原画、計２７点を
　　　　　展示した。
（３）　企画展示会
　　ア　現代美術展
　　　　愛知県立芸術大学教員等による作品展示会をギャラリーで行い、油画、アク
　　　　リル画など様々な技法による現代美術作品１１点を展示した。また、本の展示
　　　　コーナーに出品者の推薦する図書１８冊を展示した。（展示期間は約２週間）
　　イ　中学生美術展
　　　　市内中学校３校の生徒による作品展をギャラリーで行い、６０点の作品を展示
　　　　した。（展示期間は約２週間）

　
　



事業名 中央図書館事業 事務事業名 中央図書館運営事業

事務事業開始年度 平成４年度 今後の方向性 継続

事務事業
開始の
背景、経緯

事務事業
概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

今後の方向性
の概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

外部評価対象事務事業（Ｂ票）　基本情報調査票①

【背景】
　図書館法に基づき、図書資料を収集、整理、保存し、市民の教養、調査研究、レク
リエーション等に資することを目的とした施設である。
【経緯】
　開架書架スペースは８万冊、閉架書架スペースは１２万冊の図書が収蔵できる。
平成４年の開館当初は約４万冊の蔵書冊数であったが、平成２８年度現在、約２３
万冊の蔵書冊数がある。
　

１　（１）本の貸出及び返却、リクエスト及びレファレンス対応等の図書貸出事業
　　（２）本の購入からデータ登録にかかる受入作業等の図書整理事業
　　（３）児童サービス、ヤングアダルトサービス、障がい者サービス
　　（４）図書館間の相互貸借
　　（５）館内企画展示
　　（６）医学関係の選書を行うメリーライン事業などの地域の図書館との連携
　　（７）小学生の図書館見学、中学生の職場体験、実習生受け入れなど

２　子ども読書活動推進計画に基づいたブックスタート事業、学校連携事業、児童館
　　連携事業などの推進

　司書により図書館資料を収集し、魅力ある蔵書構成に努める。市民ニーズを取り
込んだ図書館サービスを展開していく。
　子ども読書活動推進計画にかかる事業では、ヤングアダルトコーナーの拡大、学
校連携事業の充実等を図り、子どもが本に親しむことを目的に児童サービスを向上
させていく。第２次子ども読書活動推進計画の策定に平成２９年度から取り組む。



事業名 中央図書館事業 事務事業名 講座等企画事業

事務事業開始年度 平成４年度 今後の方向性 改善・見直し

事務事業
開始の
背景、経緯

事務事業
概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

今後の方向性
の概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

外部評価対象事務事業（Ｂ票）　基本情報調査票②

【背景】
　市民への多様な学習機会の提供に努めるとともに、学習活動のための施設・設備
の供用、資料の提供等を通じ、その活動環境の整備に努める。
　市民の情報活用能力の向上を支援するため、必要な学習機会の提供に努める。
　
【経緯】
　図書館講座として、絵本の読み聞かせ講座、文学講座、図書修理講座等を行っ
た。企画展示会は、愛知県立芸術大学の学生及び教員による油画、版画等の現代
美術展と中学生の描いたポスター展示である中学生美術展を行った。児童書講演
会では、主に絵本作家を中心に、講演会とギャラリーでの絵本原画展を開催した。
平成２２年度頃から大学連携事業が始まり、愛知淑徳大学生によるギャラリーでの
一般向け企画展示、ＡＶルームでの子ども向けワークショップなどを図書館とコラボ
レーションし、実施した。

Ｈ２７年度
1　　図書館講座
　　　「図書修理ボランティア養成講座」　初級者向け３回、上級者向け２回、計５回。

２　　児童書講演会
　　　「楽しいワークショップと絵本原画展」
　　　　絵本作家の高畠純氏による親子参加型のワークショップ、「ぼく、わたしの動
　　　　物園づくり」を開催した。また、ギャラリーでは高畠氏の絵本原画、計２７点を
　　　　１２日間、展示した。

３　　企画展示会
　（１）現代美術展
　　　　愛知県立芸術大学教員等による作品展示会をギャラリーで行い、油画、アク
　　　リル画など様々な技法による現代美術作品１１点を展示した。また、本の展示
　　　コーナーに出品者の推薦する図書１８冊を展示した。（展示期間は約２週間）
　（２）中学生美術展
　　　　市内中学校３校の生徒が描いた作品展をギャラリーで行い、６０点の作品を
　　　展示した。（展示期間は約２週間）

　講座で専門的な技術を習得したことで、図書修理は、図書ボランティアの生きがい
として定着してきている。参加人数が増えていることから、今後は中央図書館所蔵の
本のみならず、学校や児童館の本も対象としていく。
　企画展示は大学連携事業を含め、一般向けの企画を増やしていく。



④ ④ ④ ④ 

農業振興事業 農業振興事業 農業振興事業 農業振興事業 
【みどりの推進課】 

 

資料 
 

 
 

外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 外部評価実施日：平成２８年９月２５日（日） 



57 －

1
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① ④

② ⑤

③ ⑥

【指標の説明】（指標の設定根拠、数値目標の設定根拠など）

A

B

C

今後の方向性

（事業の成果を高めるための事務事業の方向性）

今後も、景観作物栽培を継続し、将来的には耕作地として農業者に活用してもらう。

評
価

目標達成状況

(成果指標等の目標に対する達成状況や進捗状況など）

予定していた耕作放棄地に景観作物を栽培することによって、20年来の耕作放棄地の耕作を再開すること
ができた。

事務事業全体を
見た課題

(構成している事務事業それぞれの評価を踏まえ、全体的な課題を整理)

継続して景観作物栽培を行ってもらうよう地権者に働きかける。

香流川沿いの耕作放棄地を精査した結果、コスモス栽培に対応していただける水田の総面積

環
境
変
化

他市町での取組状況や事
業を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

岡崎市では、土地所有者に代って放棄地を再生利用する受け手に再生利用交付金を配布している。
ただし、景観環境作物は対象外。

実績
C

目標
実績

B
目標

4,104
実績 4,104

25年度 26年度 27年度 28年度

A 景観作物栽培 ㎡
目標

決算 4,411

成
果
推
移

成果指標 単位 区分 24年度

134

人件費(B) 千円 決算 4,277

26年度 27年度

事業費(A) 千円
予算 600
決算

コ
ス
ト
推
移

項目 単位 区分 24年度 25年度

総コスト(A)＋(B) 千円

事業意図
（対象をどのような状態にしたいか）

耕作放棄地の解消し、景観をよくしたい

事業を
構成する
事務事業

農業振興事業 継続

事
業
目
的
等

事業内容

（どのような事業なのか）

耕作放棄地調査
耕作放棄地権者に対しての利用意向調査
耕作放棄地の耕起委託作業
景観作物を植える

事業対象
（誰、何を対象にしているか）

香流川沿いの耕作放棄地及びその土地所有者

施策の進め方

まちづくり
行程表

フラッグ

政策分類

基
本
情
報

総合計画

基本方針 万博理念を継承し、自然・環境にこだわるまち

分野別項目 農のあるくらし・農のあるまちを支える

長久手市行政評価票（A票：事業評価票）
事業番号 事業名 農業振興事業 担当部課 建設部　みどりの推進課



事業名

番号 ①

1.事務事業の目的 5.評価

3

2

2.コスト推移 2

24 25 26 27
年度 年度 年度 年度

予算 600
決算 134

3.活動推移 【コメント】
24 25 26 27 28

年度 年度 年度 年度 年度
目標 4,104
実績 4,104
目標
実績

4.事務事業を取り巻く環境変化

長久手市行政評価票（B票：事務事業評価票） 農業振興事業

事務事業名 農業振興事業

対象
・

手段

（誰、何に対し、何をどのように実施しているのか）

・耕作放棄地及びその土地所有者が対象

・景観作物を植えること
項目 評価

妥当性 2

達成度 2

意図

（対象をどのような状態にしたいか）

耕作放棄地で景観作物を栽培することで、景観・農地保
全を図る

効率性

公平性

（制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

協働余地

項目 単位 区分 6.今後の方向性

事業費 千円 継続

活動指標 単位 区分 （改善の方法、今後の具体的展開など）

平成２７年度全国都市緑化あいちフェアの事業の一環とし
て実施された耕作放棄地対策事業を来年度以降も継続して
行っていく。

景観作物栽培 ㎡

妥当性

達成度

効率性公平性

協働余

地
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農業振興事業
みどりの推進課

１　事業概要

平成２７年

農業振興事業

平成２７年度全国都市緑化あいちフェアの事業の
一環として事業が行われた。

◆事業の名称

◆事業を開始した年度

◆事業の開始の背景、経緯等
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２　事業の実施体制

◆組織体制、人員

課長

専門員

主事

主事

主事（再任用）

主幹兼係長

この2名

３ 　事業目的等

耕作放棄地調査を行った後、調査を行った耕作
放棄地の地権者に対して利用意向調査を行う。
その後、承諾をいただけた農地の耕起委託作業
を行い、耕起された土地に景観作物を植える。

香流川沿いの耕作放棄地及びその土地所有者

◆事業内容（どのような事業なのか）

◆事業対象（誰、何を対象にしているか）
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３ 　事業目的等

耕作放棄地を解消し、景観をよくしていきたい

農業振興事業

◆事業意図（対象をどのような状態にしたいか）

◆事業を構成する事務事業

①

４ 事務事業の目的・活動状況【事務事業①】

農業振興事業

耕作放棄地及びその土地所有者を対象とし、耕作放棄地に景観作物
を栽培する。
耕作放棄地で景観作物を栽培することで、景観・農地保全を図る。

香流川沿いの耕作放棄地調査を行った。該当する農地の個別状況を
精査し、その土地所有者に対して利用意向調査を行い、その後、承
諾を得た耕作放棄地で景観作物を栽培した。

◆目的（対象・手段、意図）

◆事業を構成する事務事業

◆事務事業の活動状況
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４ 事務事業の評価・今後の方向性【事務事業①】

継続

平成27年度全国都市緑化あいちフェアの事業の一環として実施され
た耕作放棄地対策を来年度以降も継続して行っていく。

◆事務事業の
　今後の方向性

◆事務事業の評価

◆事務事業の評価に対するコメント

５　コスト

134,214円

・耕作放棄地対策事業耕起手数料　90,080円

・コスモス種子代（８㎏）　　　　44,134円

◆平成２７年度事業費

◆事業費の主な内訳

◆平成２７年度人件費

4,277,280円
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６　事業の成果【成果指標①】

景観作物栽培

香流川沿いの耕作放棄地を精査した結果、コ
スモス栽培に対応していただける水田の総面
積

◆事業の成果指標

◆成果指標、目標等の設定理由

4,104㎡

◆事業の成果目標

◆事業の成果実績

4,104㎡

７　環境変化

岡崎市では、土地所有者に代って放棄地を再生
利用する受け手に再生利用交付金を配布してい
る。ただし、景観作物栽培は対象外。

◆近隣市町の取組状況や事業を取り巻く環境変化
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８　事業の評価

予定していた耕作放棄地に景観作物を栽培することで、
２０年来の耕作放棄地の耕作を再開することができた。

継続して景観作物栽培を行ってもらうように地
権者に働きかける。

◆事務事業全体を見た課題

◆事業の目標達成状況

９　事業の今後の方向性

今後も、景観作物栽培を継続し、将来的には耕
作地として農業者に活用してもらう。

◆事業の成果を高めるための事務事業の方向性
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事業番号 57 事業名 農業振興事業

担当部・課 建設部みどりの推進課 事業開始年度 平成２７年

事業開始の
背景、経緯

事業概要
※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

外部評価対象事業（Ａ票）　基本情報調査票

愛知万博からの10年を記念して、「緑豊かな街づくり」をテーマに愛知県主催の全国
都市緑化あいちフェアが開催された。市では、あぐりん村、ござらっせを都市緑化
フェアのサテライト会場と位置づけ、メイン会場のモリコロパークへつながる、香流川
遊歩道の景観形成を図りつつ、香流川沿いの耕作放棄地の解消を目指し、実施し
た。

市の担当職員が、香流川沿いの耕作放棄地調査を行った。（35筆・2.2ha）
該当する農地の個別状況を精査し、その土地所有者に対して利用意向調査を行っ
た。（12筆・0.6ha）
その後、承諾を得た耕作放棄地で景観作物を栽培した。(8筆・0.41ha）



事業名 57 事務事業名 農業振興事業

事務事業開始年度 建設部みどりの推進課 今後の方向性 継続

事務事業
開始の
背景、経緯

事務事業
概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

今後の方向性
の概要

※できるだけ
わかりやすく
詳細に記入

外部評価対象事務事業（Ｂ票）　基本情報調査票①

愛知万博からの10年を記念して、「緑豊かな街づくり」をテーマに愛知県主催の全国
都市緑化あいちフェアが開催された。市では、あぐりん村、ござらっせを都市緑化
フェアのサテライト会場と位置づけ、メイン会場のモリコロパークへつながる、香流川
遊歩道の景観形成を図りつつ、香流川沿いの耕作放棄地の解消を目指し、実施し
た。

市の担当職員が、香流川沿いの耕作放棄地調査を行った。（35筆・2.2ha）
該当する農地の個別状況を精査し、その土地所有者に対して利用意向調査を行っ
た。（12筆・0.6ha）
その後、承諾を得た耕作放棄地で景観作物を栽培した。(8筆・0.41ha）

市による景観作物栽培を契機に農地の斡旋を行い、耕作を再開させていくことが目
的である。


